
個人トータル表

男　子 5月29日 15:15 開始

決勝リーグ

◎ 24 25

89 23 15 80

24 17

18 23

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 西村　渉 19 1 6 4 4 * 4 佐藤　友 15 0 6 3 4

* 5 星川　開聖 30 2 9 6 1 * 5 瀬川　琉久 18 2 5 2 3 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 三浦　健一 15 3 1 4 3 6 志水　将修 10 2 2 0 1 TeamA : : 38:55 : : : : : :

* 7 波多野　心優 6 0 3 0 1 7 角野　寛伍 21 5 3 0 1 TeamB 16:37 19:03 22:40 39:49 : : : : :

* 8 辻　永遠 8 0 4 0 3 8 曽我部　嵐史 4 0 2 0 0

9 天野　幹也 11 3 1 0 0 * 9 竹内　龍ノ介 8 1 2 1 3

10 後藤　亘貴 0 0 0 0 1 10 瀧川　隼汰 0 0 0 0 0

11 廣瀬　優斗 - - - - - 11 伊計　叶貴 - - - - -

12 井上　涼雅 - - - - - * 12 十川　虎之介 2 0 1 0 1

13 木村　隼 - - - - - * 13 小泉　広翔 2 0 1 0 0

14 坂倉　昂乃介 - - - - - 14 飯田　流生 0 0 0 0 0

15 池澤　智史 - - - - - 15 ナトゥリ オンケン
ベナミネ - - - - -

16 松本　秦 - - - - - 16 南川　陸斗 - - - - -

17 佐々木　凌汰 - - - - - 17 淡路　輪 - - - - -

18 小林　祐 - - - - - 18 松島　慎弥 - - - - -

ｺｰﾁ 𠮷田　裕司 0 ｺｰﾁ 大澤　徹也 0

Aｺｰﾁ 河合　祥樹 Aｺｰﾁ 稲垣　叶大

合　　　計 89 9 24 14 13 合　　　計 80 10 22 6 13

　　主審： 岩木 太郎

　　副審： 加藤 毅

　　副審： 大溝 貴広

戦評： 記録：

3rd

4th

同志社国際高校　木村　励

３・４Ｐ

東山

令和４年度全国高等学校総合体育大会京都府予選　兼
第69回近畿高校バスケットボール大会京都府予選

Ａ

2nd

山城総合運動公園体育館

1st

洛南

１・２Ｐ

（京都府）（京都府）

東宇治高校　本田　英嗣

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 41 43 45 46 48 50

得
点

時間（分）

得点経過 洛南 東山

〔 戦 評 〕
インターハイ予選決勝リーグ最終戦。東山は２－３のゾーンディフェンスからスタートし、
＃４のフリースロー、＃５の３P、＃１３のドライブで得点していく。洛南はゾーンに対し、
＃８のゴール下、＃７のリバウンドシュートで離されずについていく展開。東山は＃７の３P、
＃１２のリバウンドシュートでテンポよく得点していく。洛南は徐々にゾーンに対応し＃８が
３Pを決め、ゾーンを組み立てるまでに＃５・＃６が速攻で攻め切れ目なく得点していく。東
山は＃７のドライブや３P、＃９のリバウンドシュートで応戦し２４－２５で東山リード。
第２Q、洛南＃５が速攻で得点するものの、マンツーマンになった東山に対し重い展開になる。
対する東山は＃６の３P・ジャンプシュート、＃４の速攻で６点までリードを広げる。しかし、
ここから洛南は速攻を連発し＃４・＃５の速攻によって一気に逆転し残り３分で東山はタイム
アウト。洛南の流れを切った東山は＃９の３P、＃４の1on1で得点し３点差まで詰め寄り再び
タイムアウト。洛南はそのタイムアウトでディフェンスを３－２のゾーンに変更し＃４のジャ
ンプシュート、＃８の速攻で逆にリードを広げ４７－４０の洛南リード。
後半、東山は再びゾーンディフェンスを選択。洛南は＃８のゴール下、＃５の３Pが決まり得
点差を２桁に離す。東山はマンツーマンに戻し＃５のドライブ、＃６の速攻で得点し追いかけ
る展開に持っていくが、洛南＃５・＃９が３Pを沈める。東山も＃６・＃７の３Pで応戦するも、
洛南の速攻で離され７１－５７で洛南リード。
第４Q、追いかける東山は＃５の速攻、＃４のバスケットカウントが決まり流れを作ると、＃
６が３P、＃９が速攻を決め残り6分半で１０点差と追い上げ始める。しかし、洛南の交代で
入った＃９が３Ｐと速攻で再び１５点差に引き戻す。東山は＃７が勝負所で３Ｐを２本沈め１
０点差でついていく展開をつくるが、洛南も＃７がドライブでの得点で踏ん張り８９－８０で
洛南が優勝となった。


